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材料力学基礎および演習　　中間テスト問題

1． 長さ1 m、直径 4 mmの丸棒に20 kgfの引張荷重を付加したところ、0.2 mmの伸びが生じた。この材料の縦弾性係数E（単位GPa）を求めよ。ただし、有効数字は３桁とする。

2． 横弾性係数40 GPaの材料がある。長さ10 mm、半径5 mmの丸棒の底面が床に固定され、上面に20 kNのせん断力が作用したとき、せん断応力（単位MPa）、せん断ひずみ、ならびにせん断変位u（単位 mm）を求めよ。ただし、有効数字は３桁とする。

3． 水平に置いたとき長さ
[image: image1.wmf]、半径rの棒がある。この棒の材料の縦弾性係数はE、密度はである。棒を天井から吊るしたとき次の問いに答えよ。

（１）棒の下端から
[image: image2.wmf]の距離の垂直断面に作用する引っ張り応力、およびこの点における伸びひずみを求めよ。

（２）自重による棒全体の伸び
[image: image3.wmf]を求めよ。

4． 図１に示すように、高さhの部材１の両側が、２枚の高さtの部材２で挟まれ、それぞれの部材の両端が剛体板で固定されているサンドイッチ構造がある。サンドイッチ構造の長さは
[image: image4.wmf]であり、紙面に垂直な方向の厚さはwである。また、部材１の縦弾性係数はE1、熱膨張係数は1、部材２の縦弾性係数はE2、熱膨張係数は 2である。このとき、次の各問いに答えなさい。

（1） サンドイッチ構造を荷重Pで引っ張ったとき、部材１の応力1、部材２の応力2、全体の伸び
[image: image5.wmf]を求めなさい。（温度の効果は考えなくて良い）

（2） Tだけ温度を上昇させたとき、部材１の熱応力1、部材２の熱応力2、全体の伸び
[image: image6.wmf]を求めなさい。（外部荷重Pは0）
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